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୉学生の居住環境の違いに関する意識௒査 
17C101 ૮ᖔ ཮菜   
17C156 એཁ ࿪華   
17C158 घ௫ みなみ  

1． ໲ୌと໪ద 
௪いやすさなどのཀྵ༟から，୉学へ਒学するタイミングで一ਕ฽らしを始める学ਫ਼はଡ
い。਎元を཯れ一ਕ฽らしをすることは，෼ཀྵదཱིࣙである。ࣰ 家฽らしをしていた頃とは
異なり，一ਕ฽らしは家ࣆなどのਫ਼活໚においてࣙ෾で行わなければならないことがଁえ
る。そういった居े環境の違いで์く感৚や考えのร化から，୉学ਫ਼が一ਕ฽らしをするこ
とは਎から੠ਈదにཱིࣙするघஊであると仮ఈした。 
 ຌ研究では，୉学ਫ਼をଲেに一ਕ฽らしとࣰ家฽らしという居े環境に関する意ࣟの違
いを໎らかにし，୉学ਫ਼の一ਕ฽らしは਎からの੠ਈదཱིࣙするための一つのघஊになる
のかを検౾していく。 
2． ๏๑ 
௒査ଲেं 
౐಼の୉学に௪っている 10େ～30େの୉学ਫ਼ 73໌(஋੓ 24໌，ঃ੓ 47໌，そのଠ 2
໌)。 
௒査࣎期 
 2019೧ 12月 12ೖから 12月 21ೖに，Googleフォームを༽い௒査をࣰ施した。 
௒査಼༲ 
 ࣯໲は，フェイスシート(学೧，੓พ，೧ྺ)と以下の࣯໲から構੔されている。 
一ਕ฽らしとࣰ家฽らしをർ較する為，「一ਕ฽らしをしている」とਚねた。回౶は，
「はい」「いいえ」の２件๑で，回౶により࣯໲項໪をพ々にした。 
さらにർ較するために，「ࣰ家฽らしのメリット・デメリット」，「ࣙ෾で෹っているも
の」，「਎と࿊ཙをखるළౕ」，「਎からの੠ਈదཱིࣙができている」を共௪の࣯໲とした。 
「ࣰ家฽らしのメリット」の回౶મ୔ࢸは，「家ࣆをしてくれるਕがいる」「࿫す૮घが
いる」「さみしさを感じにくい」「安ৼ感がある」「ਫ਼活ඇがかからない」「交௪घஊ(਎のૻ
り迎えなど)がଡい」「看බしてくれるਕがいる」「起こしてくれるਕがいる」「ஹ金ができ
る」である。「ࣰ家฽らしのデメリット」の回౶મ୔ࢸは，「家ଔに干মされやすい」「一
ਕの࣎間がとりにくい」「気をつかう」「気軽に༓ୣを呼べない」「家ࣆ(ྋཀྵ・જୗなど)が
ਐにつかない」「໵限がある」「行ಊのࣙ༟がない」「ਫ਼活リズムを合わせる」「こまめに࿊
ཙ(行く৖ॶ・帰る࣎間など)をとる」である。それぞれ 3項໪の限ఈ回౶๑で回౶を求め
た。「ࣙ෾で෹っているもの」は，「家௠」「光೦ඇ」「学ඇ」「ৱඇ」「娯楽ඇ」「衣ෲඇ」
「෹っていない」の෵਼回౶๑で回౶を求めた。「਎と࿊ཙをखるළౕ」は，「ຘೖ」「ु
に一回ఖౕ」「月に一回ఖౕ」「೧に一回ఖౕ」「とっていない」の 5件๑で回౶を求め
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た。「਎からの੠ਈదཱིࣙができている」は，「はい」「どちらかといえばはい」「どちらか
といえばいいえ」「いいえ」の 4件๑で回౶を求めた。 
「はい」と回౶したਕへのଠの࣯໲は「一ਕ฽らしのメリット・デメリット」，「ૻ࢕り
をもらっている」である。「一ਕ฽らしのメリット」の回౶મ୔ࢸは，「一ਕの࣎間があ
る」「家ࣆができるようになる」「家ଔに気を࢘わない」「家ଔのしがらみがない」「気軽に
༓ୣを呼べる」「家ଔに干মされない」「家ଔ(਎)のありがたみに気づける」「経済ద感覚が
ਐにつく」「࣎間管ཀྵができる」である。「一ਕ฽らしのデメリット」の回౶મ୔ࢸは，
「ਕとの交ླྀが減る」「お金がかかる」「ਫ਼活स慣がཛྷれる」「๹൞・๹災ଲ策が୉ร」「ྣ
ਕトラブル」「࣎間管ཀྵが୉ร」「やること(家ࣆなど)がଡい」「一ਕの࣎間がさみしく感じ
る」「ର௒๊した࣎が୉ร」である。それぞれ 3項໪の限ఈ回౶๑で回౶を求めた。「ૻ࢕
りをもらっている」は，「はい」「いいえ」の２件๑で回౶を求めた。 
「いいえ」と回౶したਕへのଠの࣯໲は，「一ਕ฽らしをしたい」であり，「はい」「い
いえ」の２件๑で回౶を求めた。 
３．結果 
 「一ਕ฽らしをしている」࣯໲に「はい」と回౶したのは 12໌で，「いいえ」と回౶し
たのは 61໌であった。 
ࣰ家฽らしのメリット・デメリットについて，一ਕ฽らしをしているਕとࣰ家฽らしの
ਕの回౶をグラフにࣖした(Fig.1，Fig.２参ল)。 
「ࣰ家฽らしのメリット」で，一ਕ฽らしをしているਕが最もଡく回౶したのは，「ਫ਼
活ඇがかからない」「家ࣆをしてくれるਕがいる」でどちらも 9໌，75％であった。ࣰ家
฽らしのਕが最もଡく回౶した項໪は，「ਫ਼活ඇがかからない」で 52໌，85％であった。 

 
 
「ࣰ家฽らしのデメリット」は，「一ਕの࣎間がとりにくい」「家ଔに干মされやすい」
項໪が一ਕ฽らしをしているਕは 10໌，83％と最もଡく回౶された。ࣰ家฽らしのਕも
「一ਕの࣎間がとりにくい」は 30໌で 49％，「家ଔに干মされやすい」は最もଡく，45
໌で 74％が回౶した。 
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 また，「ࣙ෾が਎から੠ਈదཱིࣙができている」という࣯໲の一ਕ฽らしをしているਕ
とࣰ家฽らしのਕの回౶を，グラフにࣖした(Fig.3参ল)。「はい」「どちらかといえばは
い」と回౶した一ਕ฽らしをしているਕは 75％，ࣰ家฽らしのਕは 57％であった。「いい
え」「どちらかといえばいいえ」は，一ਕ฽らしをしているਕは 25％，ࣰ家฽らしのਕは
43％が回౶した。 

 

 「ࣙ෾で෹っているもの」という࣯໲にଲする一ਕ฽らしをしているਕとࣰ家฽らしの
ਕの回౶を，グラフにࣖした(Fig.4参ল)。一ਕ฽らしをしているਕが，෹うଲেのもので
最もঙなかった回౶は，学ඇの 3໌，25％であった。࣏にঙなかった回౶は，家௠の 4
໌，33％であった。ࣰ家฽らしのਕは，光೦ඇと回౶したਕが最もঙなく，0໌であっ
た。 
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 一ਕ฽らしをしているਕにのみ࣯໲した「ૻ࢕りをもらっている」をグラフにࣖした
(Fig.5参ল)。「はい」と回౶したのは 9໌，75％で，「いいえ」と回౶したのは 3໌，
25％であった。 

 

 一ਕ฽らしをしているਕにのみ回౶を求めた「一ਕ฽らしのメリット」の回౶を，グラ
フにࣖした(Fig.6参ল)。最もଡく回౶されたのは，「一ਕの࣎間がଡい」項໪で 9໌，
75％が回౶した。࣏にଡく回౶されたのは，「家ଔの干মなし」で，8໌，67％であった。 
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4．考察 
 ຌ௒査では，୉学ਫ਼をଲেに一ਕ฽らしとࣰ家฽らしという異なる居े環境に関する意
ࣟの違いを໎らかにし，一ਕ฽らしは਎からの੠ਈదཱིࣙの一つのघஊになりಚるのかを
検౾するため Googleフォームでの௒査をࣰࢬした。 
一ਕ฽らしをしているਕもࣰ家฽らしのਕも「ࣰ家฽らしのメリット」で最もଡく回౶
した項໪は，「ਫ਼活ඇがかからない」であり，4෾の 3が回౶した。また，「ࣙ෾で෹って
いるもの」での一ਕ฽らしをしているਕの回౶は，「家௠」項໪が 3෾の 1ほどとଠの項
໪とർべるとঙなく，ଡくの一ਕ฽らしをしている୉学ਫ਼が਎や家ଔといったଠのਕに෹
ってもらっていると考えられる。さらに，一ਕ฽らしをしているਕのみに࣯໲した「ૻ࢕
りをもらっている」では，4෾の 3が「はい」と回౶した。これらの結果から，୉学ਫ਼の
うちに経済దにཱིࣙすることはೋしいと考えられる。 
「਎からの੠ਈదཱིࣙ」は，一ਕ฽らしをしているਕの 4෾の 3が「はい」「どちらか
といえばはい」のどちらかに回౶し，ࣰ家฽らしのਕもൔ਼以৏が「はい」「どちらかと
いえばはい」に回౶したと結果でࣖされた。このことから，୉学ਫ਼の一ਕ฽らしが਎から
の෼ཀྵదཱིࣙになっても，੠ਈదなཱིࣙのघஊとしては考えにくく，୉学ਫ਼の一ਕ฽らし
は਎からの੠ਈదཱིࣙのघஊとなるという仮ఈはཱིৄされなかった。しかし，「ࣰ家฽ら
しのデメリット」で，8割以৏の一ਕ฽らしをしているਕが「一ਕの࣎間がとりにくい」
「家ଔに干মされやすい」ことがデメリットであると回౶し，「一ਕ฽らしのメリット」
では，6割以৏が「一ਕの࣎間がଡい」「家ଔの干মがない」ことがメリットとして回౶し
ている。これらの結果から，「一ਕの࣎間をとれること」「家ଔから干মされていると感じ
るか」が੠ਈదཱིࣙに影響を及ぼしているとਬ଎される。 
ຌ研究では，一ਕ฽らしをしているਕのサンプルがࣰ家฽らしのਕの 5෾の 1ఖౕとঙ
なくർ較するには෈ॉ෾な਼であった。したがって今後は，一ਕ฽らしやࣰ家฽らしに限
らず，ࣙ෾が਎から੠ਈదにཱིࣙできたと感じたয়況に家ଔはどう関係していたのかを௒
査し，਎からの੠ਈదཱིࣙするためのघஊと家ଔの因果関係を検౾する研究が๮ましいと
考え，ർ較するためのॉ෾な௒査ଲেंをॄめることがචགྷである。 



大学⏕の化⢝事情 
 

 
17C104 ῦ㔝 めい  
17C141 小林 ⬌᱈  
17C185 吉㷂 愛㤶  
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問㢟と┠ⓗ 
多くのⱝ⪅㸦主に女性㸧にとって化⢝をすると

いう⾜Ⅽは㸪ὒ服を╔ると同じように日常⏕άに

おいてḞかせないものとなっている。だが㸪人そ

れぞれによって化⢝に対するイメージ㸪意㆑は␗

なりお㔠をかける割合もᵝ々であると⪃える。ま

た㸪ẖ回同じように化⢝をする人もいれば出掛け

る先や会う┦手によって化⢝の仕方を変える人が

いるだろう。天㔝・斉⸨㸦2015㸧では㸪好きな人
とデートするという場㠃とバイトへ⾜く時に化⢝

度が㧗かった。好きな人とデートする時では㸪≉

別な┦手なので㸪化⢝をし外ぢⓗ㨩力を上げるた

めではないかと⪃えられると指摘されている。そ

こで㸪本◊✲では㸪大学⏕の㔠㖹事情と化⢝の㛵

㐃性についてと場㠃によりẼを㐵う⟠所は␗なる

のかについて明らかにすることを┠ⓗとする。 

方ἲ 
・ㄪ査対㇟ 

2019年 12月に㒔内の大学に㏻う 10代㹼20代
前半の学⏕ 74名㸦⏨性 17 名㸪女性 54 名㸪その
他 3名㸧を対㇟とし㸪Googleフォームを⏝いㄪ査
を実施した。 
・ㄪ査内容 
化⢝に対するイメージを尋ねるため㸪「Q1㸸化

⢝に対してどのようなイメージを持っているのか」

と尋ね㸪⮬⏤グ㏙で回⟅をồめた。ḟに化⢝に対

する意㆑について 4 㡯┠で㉁問をした。㉁問内容
は「Q2㸸化⢝は好きか」や「Q3㸸化⢝をするか」㸪
「Q4㸸化⢝をする⌮⏤」㸪「Q5㸸化⢝をしない⌮⏤」
である。回⟅方ἲは㸪Q2は「はい」「いいえ」「ど
ちらでもない」の 3件ἲ。Q3は「ẖ日する」「ほ
とんどする」「時々する」「しない」の 4件ἲ。Q4
は「かわいくみられたいため」「⮬分に⮬信がない 

 
ため」「⮬己‶㊊のため」「周囲に合わせるため」

「Ẽ分を上げるため」「恋人ができたため」「その

他」の 7件ἲ。Q5は「化⢝に対して⯆味がないた
め」「⮬分に⮬信があるため」「周囲をẼにしない

ため」「⫙が弱いため」「㠃倒くさいため」「化⢝を

する時㛫がないため」「その他」の 7件ἲ。Q4と
Q5 は」数㑅択を可⬟にし㸪「その他」を㑅択した
人には⮬⏤グ㏙で回⟅をồめた。また㸪「Q3㸸化
⢝をするか」について「しない」と回⟅した人は

ここで回⟅を⤊了してもらった。 
「Q3㸸化⢝をするか」について「ẖ日する」「ほ
とんどする」「時々する」と回⟅した人にはḟの㉁

問を⾜った。まず㸪化⢝を始めたきっかけについ

て「Q6㸸化⢝を始めたきっかけはなにか」と「Q7㸸
何ṓから化⢝をしているか」の 2 㡯┠で㉁問をし
た。回⟅方ἲは㸪Q6 は⮬⏤グ㏙で回⟅をồめ㸪
Q7は「6ṓ未‶」「6㹼12ṓ」「13㹼15ṓ」「16㹼
18」「19㹼22ṓ」「23ṓ以上」の 6件ἲである。
ḟに㸪㔠㖹事情と化⢝の㛵㐃性について 5 㡯┠で
㉁問をした。㉁問内容は「Q8㸸アルバイトをして
いるか」「Q9㸸一か月の平均ⓗなアルバイトの収
入」「Q10㸸化⢝品に㛵わらず㸪一か月のアルバイ
トの収入のうち㸪あなたが⮬⏤に使える平均ⓗな

㔠㢠」「Q11㸸Q10の㔠㢠のうち化⢝品に使う平均
ⓗな㔠㢠」「Q12㸸化⢝品の値ẁはいくらから㧗い
と感じるか」「Q13㸸一年を㏻してどの化⢝品を㉎
入することが多いか」である。回⟅方ἲは㸪Q8は
「している」「していない」の 2 件ἲ。Q9㹼Q12
は⮬⏤グ㏙。Q13は「スキンケア」「ベース」「リ
ップ」「アイメイク」「その他」の 5 件ἲ。最後に
出掛ける場所や会う人など場㠃により化⢝のẼを

㐵う⟠所に㐪いがみられるのかについて 10 㡯┠
で㉁問した。回⟅する㝿に㸪各㉁問の場㠃を想像

してもらいそれぞれ最もẼを㐵う⟠所はどこか回
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⟅してもらった。各㉁問の場㠃とは㸪「Q14㸸大学
に⾜く時」「Q16㸸好きな人又は恋人に会う時」
「Q18㸸休日にバイトに⾜く時」「Q20:フォーマル
な場㠃㸦会♫ゼ問など㸧」「Q22㸸友人と㐟びに⾜
く時」である。上グの回⟅方ἲは㸪全て「スキン

ケア」「ベース」「リップ」「アイメイク」「その他」

の㸳件ἲであり㸪「その他」を㑅択した人には⮬⏤

グ㏙で回⟅してもらった。また㸪Q15㸪Q17㸪Q19㸪
Q21㸪Q23 では㸪なぜこの場㠃ではこの⟠所を最
もẼを㐵うのかについての⌮⏤を⮬⏤グ㏙で回⟅

してもらった。 

⤖果 
⮬⏤グ㏙の回⟅⤖果の分析方ἲは㸪KJἲを参⪃

にして分析を⾜った。 
「Q1:化⢝に対するイメージ」については㸪【ポ

ジティブなイメージ】と【ネガティブなイメージ】

の 2 つに分㢮することができた。例としてそれぞ
れ回⟅数が多かったものを挙げる。 
【ポジティブなイメージ】 
⥡㯇になれる㸦10名㸧㸪可愛くなれる㸦6名㸧㸪♫
会に出る上でのマナー㸦5名㸧㸪⮬信がつく㸦3名㸧㸪
ᴦしい㸦3名㸧㸪テンションを上げるもの㸦2名㸧
など。 
【マイナスなイメージ】 
お㔠がかかる㸦3名㸧㸪時㛫がかかる㸦2名㸧㸪㠃倒
くさい㸦2名㸧など。 
「Q2:化⢝は好きか」については「はい」50㸣㸪

「いいえ」16.2㸣㸪「どちらともいえない」33.8㸣
であった。 
「Q3:化⢝をするか」については㸪「ほとんどす

る」40.5㸣で最大値であった。ḟに多かったのは
「しない」28.4㸣。⥆いて「ẖ日する」24.3㸣。
最小値は「時々する」6.8㸣であった。 
「Q4:化⢝をする⌮⏤」については㸪「Ẽ分を上

げるため」㸦39名㸧が最も多く㸪「恋人ができたた
め」㸦2名㸧が最も少なかった。㸦図㸯参↷㸧 
「Q5:化⢝をしない⌮⏤」については㸪「化⢝に

対して⯆味がないため」㸦16名㸧が最も多く㸪「⫙
が弱いため」㸦0 名㸧が最も少なかった。㸦図㸰参
↷㸧 
「Q6:化⢝をするきっかけ」については㸪【⮬Ⓨ
ⓗに始めた⩌】と【周りの影㡪により始めた⩌】

の 2 つに分㢮することができた。例としていくつ
か挙げる。 

 
【⮬Ⓨⓗに始めた⩌】 
好きなモデルの化⢝方ἲを┿似したいと思ったか

ら㸦2名㸧㸪⯆味本位㸦2名㸧㸪可愛くなりたいから㸪
人にⰋくみられたい㸪大人っぽくなりたかった㸪

好きなアイドルに㔮り合うようにするためなど。 
【周りの影㡪により始めた⩌】 
周りがみんな化⢝をしだしたから㸦13 名㸧㸪友㐩
にゝわれたから㸦3名㸧㸪姉にゝわれたから㸪女性
は年㡭になると化⢝をするのがマナーだとゝわれ

仕方なくなど。 
「Q7:何ṓから化⢝をしているか」については㸪
「16㹼18ṓ」54.7㸣が最大値であった。⥆いて「19
㹼22 ṓ」26.4㸣。最小値は「13㹼15 ṓ」18.9㸣
であった。 
「Q8:アルバイトをしているか」については㸪「し
ている」88.7㸣㸪「していない」11.3㸣であった。 
「Q9㸸一か月の平均ⓗなアルバイト収入」につ
いて㸪回⟅人数が最も多かったのは「70000 円」
で 8名。ḟに,「50000円」「60000円」「80000円」
がそれぞれ 6 名であった。㔠㢠が最も㧗かったの
は「200000円」㸦1名㸧㸪最も低かったのは「20000
円」㸦1名㸧であった。 
「Q10:化⢝品に㛵わらず㸪一か月のアルバイト
収入のうち⮬⏤に使える㔠㢠」について㸪回⟅人

数が最も多かったのは「20000円」で 6名。ḟに㸪
「50000円」「60000円」がそれぞれ5名であった。
㔠㢠が最も㧗かったのは「200000円」㸦1名㸧㸪最
も低かったのは「20000円」㸦6名㸧であった。 
「Q11:Q10の㔠㢠のうち化⢝品に使う㔠㢠はい
くらか」について㸪回⟅人数が最も多かったのは
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「10000円」で 13名。ḟに㸪「5000円」が 10名
であった。㔠㢠が最も㧗かったのは㸪「50000 円」
㸦1名㸧㸪最も低かったのは「1000円」㸦3名㸧で
あった。 
「Q12:化⢝品の値ẁはいくらから㧗いと感じる

か」について㸪回⟅人数が最も多かったのは「2000
円」と「3000円」で 11名。ḟに㸪「5000円」が
7名。㔠㢠が最も㧗かったのは「15000円」㸦1名㸧㸪
最も低かったのは「1200円」であった。 
「Q13:一年を㏻して㸪どの化⢝品を㉎入するこ

とが多いか」については㸪「スキンケア」44.2㸣㸪
「リップ」28.8㸣㸪「アイメイク」17.3㸣㸪「ベー
ス」7.7㸣㸪「その他」1.9㸣であった。 
「Q14:大学に⾜く時㸪最も化⢝にẼを㐵う⟠所」

については㸪「アイメイク」34㸣㸪「ベース」24.5㸣㸪
「リップ」と「スキンケア」17㸣㸪「その他㸦┱ẟ㸧」
7.6㸣であった。 
「Q15㸸それはなぜ」についてはẼを㐵う⟠所

ごとに分㢮した。例としていくつか挙げる。 
【アイメイク】 
㢦を合わせる時に㸪一␒ぢられる⟠所だから㸦4
名㸧㸪マスクをしても┠は㞃れないから㸦2 名㸧㸪
┠を大きくぢせたい㸪アイメイクをすることが一

␒ᴦしい・好きだからなど。 
【ベース】 
⫙を⥡㯇にぢせたい㸦4 名㸧㸪崩れたくないから㸪
乾⇱⫙だから㸪必せ最低㝈のものとしてなど。 
【リップ】 
⾑ⰍをⰋくするため㸦3名㸧㸪リップをすることで
ある⛬度⥡㯇にぢえると思うから㸦2名㸧など。 
【スキンケア】 
⫙がⲨれやすいから㸦2名㸧㸪あまり化⢝をしない
からなど。 
【その他㸦┱ẟ㸧】 
好きだから㸪上手くできたら友㐩が〔めてくれる

からなど。 
「Q16:好きな人又は恋人に会う時㸪最も化⢝に

Ẽを㐵う⟠所」については㸪「アイメイク」44.2㸣㸪

「ベース」30.8㸣㸪「スキンケア」13.5㸣㸪「リッ
プ」9.6㸣㸪「その他㸦≉にẼにしない㸧」1.9㸣で
あった。 
「Q17:それはなぜか」についてはẼを㐵う⟠所
ごとに分㢮した。例としていくつか挙げる。 
【アイメイク】 
┠を最もぢられると思うから㸦4名㸧㸪印㇟をⰋく
したいから㸦3名㸧㸪┠元で可愛さを出したいから
(2名)㸪一␒印㇟が変わると思うから(2名)など。 
【ベース】 
⫙を⥡㯇にぢせたいから㸦7名㸧㸪クマとかをᾘし
たいから㸪崩れにくくしたいからなど。 
【スキンケア】 
⫙を⥡㯇にぢられたいから㸪⫙ⲨれがẼになるか

ら㸪スッピンでởい⫙は嫌だからなど。 
【リップ】 
⾑ⰍをⰋくしたいから(2名)㸪おẼに入りのⰍを使
うとẼ分が上がるからなど。 
【その他】㸦≉にẼにしない㸧 
こだわりがないから。 
「Q18:休日にバイトに⾜く時、最もẼを㐵う⟠
所」については㸪「アイメイク」25.5㸣㸪「ベース」
23.5㸣㸪「スキンケア」23.5㸣㸪「リップ」17.6㸣㸪
「その他㸦┱ẟ㸪しない㸧」9.8㸣であった。 
「Q19:それはなぜか」についてはẼを㐵う⟠所
ごとに分㢮した。いくつか例を挙げる。 
【アイメイク】 
一␒ぢられる所だから㸦4名㸧㸪┠を大きくしたい
から㸦2名㸧㸪ぢ栄えがいいから㸪マスクをしても
㞃せないからなど。 
【ベース】 
⫙を⥡㯇にぢせたいから(3人)㸪㢦がベタベタする
と不快だから㸪崩れたくないから㸪ờで化⢝がⴠ

ちるからなど。 
【スキンケア】 
▱らない人にスッピンをぢられても平Ẽだから㸦2
名㸧㸪乾⇱がẼになるから(2 名)㸪⫙を休めたいか
ら㸪㣧㣗店だからほぼ化⢝をしないためΎ₩感を
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㔜どしているからなど。 
【その他】 
(化⢝をしない) 
バイトで⚗Ṇされている㸪接客をしないから╔㣭

る必せなし。 
㸦┱ẟ㸧 
┱ẟが好きだから上手くかけたら‶㊊だから㸪┱

を⥡㯇にしておけばしっかりとした㞺囲Ẽにぢえ

るからなど。 
「Q20:フォーマルな場㠃㸦会♫ゼ問など㸧で㸪

最も化⢝にẼを㐵う⟠所」については㸪「ベース」

41.2㸣㸪「アイメイク」35.3㸣㸪「リップ」11.8㸣㸪
「スキンケア」5.9㸣㸪「その他㸦≉にẼにしない㸪
┱ẟ㸪全㒊㸧」6㸣であった。 
「Q21:それはなぜか」についてはẼを㐵う⟠所ご
とに分㢮した。いくつか例を挙げる。 
【ベース】 
⫙を⥡㯇にぢせたいから㸦6名㸧㸪きちんと感を出
したいから(2 名)㸪崩れにくくしたいから(2 名)㸪
健康ⓗにぢられたいからなど。 
【アイメイク】 
ὴ手になりすぎないようにẼを付けるから(5 名)㸪
スッピン感をなくしたいから㸪印㇟をつけたいか

ら㸪場㠃によってメイクは変えないからなど。 
【リップ】 
いつも⃰い分ⷧくしなくちゃいけないから(3 名)㸪
印㇟をⰋくしたいから㸪口をよくぢられると思う

からなど。 
【スキンケア】 
⫙を⥡㯇にぢられたいから㸪⣲の⫙がởいとどう

にもならないから㸪⫙ⲨれがẼになるから。 
【その他】 
(≉にẼにしない) 
こだわりがないから。 
(┱ẟ) 
┱ẟが好きだから。 
㸦全㒊㸧 
Ⰻい㢦で⾜きたいから。 

「Q22㸸友人と㐟びに⾜く時㸪最も化⢝にẼを
㐵う⟠所」については㸪「アイメイク」54.9㸣,「リ
ップ」25.5㸣㸪「ベース」11.8㸣㸪「スキンケア」
5.9㸣㸪「その他㸦≉にẼにしない㸧」2㸣であった。 
「Q23:それはなぜか」についてはẼを㐵う⟠所
ごとに分㢮した。いくつか例を挙げる。 
【アイメイク】 
一␒ぢられる所だから(4名)㸪写┿が┒れるから(3
名),印㇟が変わるから(3名)㸪Ẽ分を変えたいから㸪
上手くできているか不安だからなど。 
【リップ】 
⾑ⰍをⰋくしたいから(3名)㸪リップに㛵する会ヰ
が弾むから(2 名)㸪㢦ⰍをⰋくしたいから(2 名)㸪
Ẽ分が上がるからなど。 
【ベース】 
⫙を⥡㯇にぢせたいから(3名)㸪すぐに┤すことが
できないから㸪㢦ⰍをⰋくぢせたいから㸪乾⇱⫙

だからなど。 
【スキンケア】 
⣲の⫙がởいとどうにもならないから㸪⫙Ⲩれが

Ẽになるからなど。 
【その他】㸦≉になし㸧 
こだわりがないから。 
 

 
図㸯 Q4 化⢝をする⌮⏤ 
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図㸰 Q5化⢝をしない⌮⏤ 

⪃察 
本◊✲では㸪学⏕の㔠㖹事情と化⢝の㛵㐃性㸪

場㠃によりẼを㐵う⟠所は␗なるのかを᳨ウする

ためㄪ査を⾜った。 
まず㸪学⏕の㔠㖹事情と化⢝の㛵㐃性について

だ。⤖果より㸪一か月の平均ⓗなアルバイト収入

のうち㸪⮬⏤に使えるお㔠のほとんどを化⢝品に

使っている人はぢられなかった。また㸪化⢝をす

ることが好き㸪嫌いに㛵わらず化⢝品はいくらか

ら㧗いと感じるかについては㸪2000 円㸪3000 円
と回⟅する人が最も多かった。これらのことから㸪

化⢝をすることが好きだから㧗い化⢝品を使って

いるヂではないことがわかった。しかし㸪中には

⮬⏤に使えるお㔠が 60000円で㸪化⢝品に使うお
㔠は 30000円と回⟅する人もいた。以上のことよ
り㸪人によって化⢝に対する価値ほはᵝ々である

と⪃えらえる。 
ḟに場㠃によりẼを㐵う⟠所は␗なるのかにつ

いてである。大学に⾜く時㸪好きな人又は恋人に

会う時㸪休日にアルバイトに⾜く時㸪フォーマル

な場㠃㸪友人と㐟ぶ時の 5 つの場㠃について回⟅
してもらった。各場㠃の≉徴を㏙べる。 
大学に⾜く時では㸪回⟅数が多い㡰に「アイメ

イク」「ベース」㸪「リップ」と「スキンケア」は同

じ数であった。なぜその⟠所を㑅んだのかという

⌮⏤については「マスクで㞃れないから」「⫙を⥡

㯇にぢせたい」「リップを塗ることで㢦がある⛬度

⥡㯇にぢえると思うから」など周りのど⥺を意㆑

した意ぢが多数であった。また㸪「アイメイクが一

␒好き」「㢦がサラサラして不快にならないから」

など⮬分のためや⮬己‶㊊のために⾜っていると

いう意ぢもあった。 
好きな人又は恋人に会う時では㸪回⟅数が多い

㡰に「アイメイク」「ベース」「スキンケア」「リッ

プ」であった。その⟠所を㑅んだ⌮⏤については

「┠が最もぢられる⟠所だと思うから」「印㇟よく

したい」「┠元で可愛さだしたい」「他の人よりも

㊥㞳が㏆くなるから⫙を⥡㯇にぢせたい」など好

きな人㸪恋人のど⥺を意㆑した意ぢがほとんどで

あった。⮬分のためや⮬己‶㊊のために⾜ってい

る人はほとんどいなかった。 
休日のアルバイトに⾜く時では㸪回⟅数が多い

㡰に「アイメイク」「ベース」と「スキンケア」は

同じ数㸪「リップ」であった。その⟠所を㑅んだ⌮

⏤については㸪「┠が最もぢられる⟠所だと思うか

ら」「⫙を⥡㯇にみせたい」「㢦を明るくしたい」

など接客ᴗなどでは人にぢられる仕事もあるため

人┠を意㆑した意ぢが多数であった。また「リッ

プはバイト中塗り┤せないから持⥆力㔜ど」「⫙を

休めたい」「⫙をởしたくない」など⮬分のために

⾜っている意ぢが大学に⾜く時㸪好きな人㸪恋人

に会う時にẚべ多かった。バイトの⫋✀上思いっ

きりメイクをᴦしめなかったり㸪友人や恋人にẚ

べど⥺を意㆑する┦手がいないと⪃えている人が

ẚ㍑ⓗ多いためこのような⤖果になったと⪃えら

れる。 
フォーマルな場㠃では㸪回⟅数が多い㡰に「ベ

ース」「アイメイク」「リップ」「スキンケア」であ

った。その⟠所を㑅んだ⌮⏤については㸪「ὴ手に

なりすぎないようẼを付けるから」「印㇟をⰋくし

たいから」「印㇟をつけたい」「クマなどを㞃し㸪

健康ⓗにぢられたい」など TPOを意㆑した意ぢが
多数であった。また㸪「普ẁẼを㐵っている⟠所が

16
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⃰くならないようにする」など普ẁの化⢝よりも

ⷧい化⢝をするよう心がけていることがわかった。 
友人に会う時では㸪回⟅数が多い㡰に「アイメ

イク」「リップ」「ベース」「スキンケア」であった。

その⟠所を㑅んだ⌮⏤については㸪「┠が最もぢら

れる⟠所だと思うから」「⫙を⥡㯇にぢせたい」「㢦

ⰍをⰋくぢせたい」など友人のど⥺を意㆑した意

ぢが多数であった。また㸪「写┿が┒れるから」「可

愛いリップを塗っていくことでリップに㛵する会

ヰが弾む」など友人と会ってからの⾜動を予 し

て化⢝をする人もいることがわかった。 
これら 5つの場㠃において㸪「アイメイク」にẼ

を㐵っている人が多数いることがわかった。ただ㸪

各場㠃によりアイメイクを㑅んだ⌮⏤はᵝ々であ

った。そのため日㡭から⣧⢋に化⢝をᴦしむ人に

ẚべ㸪マナーや TPOなどそれぞれの場㠃により化
⢝の仕方を変えている人がほとんどであることが

わかった。また㸪全体ⓗにみて⮬分のためや⮬己

‶㊊で化⢝をするというよりは周りのど⥺を意㆑

して化⢝している人が多数であることがわかった。 
最後に本◊✲の㝈⏺と展望を㏙べる。㔠㖹事情

と化⢝の㛵㐃性について㸪いくらから化⢝品は㧗

いと思うかという㉁問をしたがベースやリップな

ど≀によって全く␗なるため化⢝品の✀㢮ごとに

㉁問するべきであった。すると㸪῝く㔠㖹事情と

化⢝の㛵㐃性について◊✲することができたと⪃

える。 
 

引⏝文⊩ 
天㔝 怜⨾・斉⸨ 勇㸦2015㸧㸬女子大⏕の化⢝
⾜動と意㆑の㛵㐃性について ❧ṇ大学心 
 ⌮学◊✲年報㸪㸴㸪9‐10 
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㡢楽が感情にもたらす変化と効果 
17C107 新井㔛媛加  
17C125 ゅ⏣ 瑠海  
17C133 ⳥地 未⣖  
17C143 小林 㔛⥴  

 
 

問㢟と┠ⓗ 
 現代の♫会は、ストレスの多い♫会とい

われている。そのような中でリラクゼーシ

ョンに㛵する㛵心が㧗まっている。その一

つの方法として㡢楽があげられるだろう。 
㡢楽は TV、商店やレストランの BGMなど
我々は、日常⏕活の中において、特に意㆑は

していないが、常に㡢楽にゐれた⏕活をし

ている。㡢楽にゐれることで、人㛫の⏕活に

潤いをもたらしているといもいえるだろう。 
㏆年では、㡢楽を利⏝した㡢楽⒪法が┒ん

になってきた。㡢楽を利⏝することで、③み

を㍍減されたり、機⬟が改善されたりする。 
また、村井㸦2001㸧は㡢楽と「⒵し」につ
いて⪃察しているが、イライラしている、⥭

張状態、憂㨚、不安などの心理状態のとき、

㡢楽を⪺き心理状態を⦆和させること、と

㏙べている。栗原・伊⸨㸦2001㸧は㡢楽⫈
取前後は抑うつ・不安ⓗな感情が減ること

が報告されている。 
 以上から、㡢楽は日常⏕活に多く利⏝さ

れている⎔境を㋃まえ、このㄪ査では、どの

ような感情のときにどのような㡢楽を⫈く

のかについて明らかにすることを┠ⓗとす

る。 

方法 
ㄪ査対㇟⪅ 
 㛵東 T大学に在⡠している学⏕ 75名 

㸦⏨性 38名、女性 32名、その他 5名㸧を
対㇟とした。 

ㄪ査時期  
 2019年 12月、大学のㅮ⩏中に Googleフ
ォームの QR コードのㄞみ取りによる㞟合
ㄪ査を⾜った。 

ㄪ査内容 
 ㉁問は学年、性別、年㱋、普段㡢楽を⫈く

かと以下の㉁問から構成されている。 
1㸬「どのようなジャンルの㡢楽を⫈きます
か」2㸬「テンポの㏿さはどのくらいですか」 
3㸬「曲の㞺囲気はどれですか」4㸬「どのよ
うに曲を⫈きますか」5㸬「㡢楽を⫈く前と
後で、感情の変化は㉳こりましたか」6㸬「感
情の変化が㉳こる場合、どのような変化が

㉳こりますか」7㸬「曲を⫈くとき、どのよう
に曲を㑅びますか」の 7 㡯┠はそれぞれの
気分㸦普段の時、悲しい時、楽しい時、リラ

ックスしたい時㸧に分けて㉁問㡯┠を別々

にした。 
8.「ライブや㡢楽フェスに⾜ったことはあ
りますか」9.は 8.で回⟅が「はい」の場合 
「それらのイベントに⾜ったことでどのよ

うな感情の変化が㉳きましたか」10㸬は 9㸬
の回⟅で「気持ちが変わった理⏤は何です

か」 
回⟅方法は、1㸬が 11件法、2㸬3㸬が 3
件法、4㸬7㸬は 6件法、5㸬8㸬は 2件
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法、6㸬9㸬10㸬はグ㏙形式で⏝いて回⟅
した。 

⤖果 
 普段から㡢楽を⫈く人の割合が「はい」

が 98.7㸣、「いいえ」が 1.3㸣であった。 
㸦図 1参照㸧 
⑴ どのような気分の時㸦普段の時、悲し

い時、楽しい時、リラックスしたい

時㸧⫈く㡢楽のジャンルの⤖果 
4つの気分全て JPOPが最も割合が㧗く、
普段では 54.1㸣、悲しい時は 54.5㸣、楽
しい時は、54.1㸣、リラックスしてい時は
52.7㸣であった。また、普段の時ではアニ
メソングとロックが同じ割合で 10.8㸣であ
った。悲しい時ではロックが 11.4㸣で次に
KPOPが 9.1㸣で㧗かった。楽しい時は、
アニメソングが 10.8㸣で次にロックが
9.5㸣で㧗かった。リラックスしたい時
は、洋楽が 9.5㸣で次にアニメソングとク
ラシックが同じ割合で 8.1㸣であった。 
㸦図 2参照㸧 
⑵ 曲の㑅び方の⤖果 
4つの気分すべて「メロディで㑅ぶ」の割
合が最も㧗く、普段の時は 76㸣、悲しい
時は 72㸣、楽しい時 82㸣、リラックスし
たい時 76㸣であった。また、普段の時、
悲しい時、楽しい時では、「動⏬サイトの

おすすめに出てくるものを㑅ぶ」が最も低

くリラックスしたい時は「流⾜で㑅ぶ」が

最も低い割合となった。㸦図 3参照㸧 
⑶ 曲の⫈き方の⤖果 
4つの気分すべて「シャッフル」で㡢楽を
⫈く割合が最も㧗く、普段の時は 54㸣、
悲しい時は 49㸣、楽しい時は 55㸣、リラ
ックスしたい時は 50㸣であった。また、4

つすべての気分で「アルバム」で㡢楽を⫈

く割合が最も低く、普段の時は 11㸣、悲
しい時は 13㸣、楽しい時は 12㸣、リラッ
クスしたい時は 14㸣であった。 
㸦図 4参照㸧 
⑷ 曲を⫈くテンポの㏿さの⤖果 
普段の時と楽しい時のテンポの㏿さでは、

「テンポが㏿い」と回⟅した人の割合が㧗

く、普段の時は 61.8㸣、楽しい時は
73.7㸣であった。また、悲しい時とリラッ
クスしたい時は「テンポが㐜い」と回⟅し

た人の割合が㧗く、悲しい時は 34.2㸣、リ
ラックスしたい時は、55.3㸣であった。普
段の時と楽しい時はどちらとも「テンポが

㐜い」と回⟅した人の割合が低かった。 
㸦図 5参照㸧 
⑸ 曲を⫈く前後の感情の変化の⤖果 
普段の時は 59.2㸣、悲しい時は 48.7㸣、
楽しい時は 36.8㸣、リラックスしたい時は
40.8㸣であり、普段の時が最大値となっ
た。㸦図 6参照㸧 
 
 

図 1 普段㡢楽を⫈くか 
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図 2どんなジャンルの㡢楽を⫈くか 
 

 

図 3 曲の㑅び方 
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図 4 曲の⫈き方 
 

 
図 5テンポの㏿さ 

 
図 6 ⫈く前後の感情の変化 

 

⪃察

 本ㄪ査では、大学⏕を対㇟にどのような

感情のときにどのような㡢楽を⫈き⫈取前

後の感情に変化があるのかについて明らか

にすることを検ウした。 
 普段㡢楽を⫈く人の割合が㧗かったこと

が⤖果からわかった。また、気分による㡢

楽のジャンルの㉁問では、4つの気分すべ
て JPOPの割合が㧗かった。しかし、その
他のグ㏙で回⟅している人が多く、普段の

時、悲しい時、楽しい時リラックスしたい

時では、「オリジナル楽曲」、「㟁子㡢楽」、

「㑥ロック」などの回⟅が多く、⮬分の気

分に合わせて作曲する手段があるというこ

とが⤖果からわかった。また、リラックス

したい時のその他のグ㏙回⟅では、「ヒー

リング効果」、「⮬然の㡢」という回⟅があ

り、作曲されたものではなく⮬然の㡢を⫈

くことにより⮬然が⏕み出す㡢を⫈くと気
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持ちが✜やかになったり⢭⚄を安定させや

すくする効果があるのだと⪃えられる。曲

の㑅び方の㉁問では、4つの気分すべて
「メロディで㑅ぶ」と回⟅した人が多く特

に、楽しい気分の時が最も割合が㧗かっ

たことから、メロディを⫈くことにより

⪥に入ってくる㡢の情報から⮬分に合う

Ⰻいメロディ⛬気分を上げやすくする効

果があるのだと⪃えられた。また、悲し

い時は「歌モの内容で㑅ぶ」と回⟅した

人の割合が㧗く、歌モから⮬分と同じ共

感であったり、受け止めきれそうにない

悲しみから⮬分を守る手段として㈇の感

情を抑制する効果があるのではないかと

⪃えられた。曲の⫈き方についての㉁問

では㸲つの気分すべて「シャッフル」で

⫈くという回⟅の割合が㧗かった。しか

し、悲しい時に「同じ曲をリピート」し

て⫈く割合が他の気分よりも最も㧗く、

同じ曲をリピートして⫈くことによっ

て、㈇の感情を抑制し⢭⚄を安定させる

または、気分を変えられる作⏝があるの

ではないかと⪃えられた。テンポの㏿さ

での㉁問では、普㏻の時と楽しい時は

「テンポが㏿い」と回⟅した割合が㧗

く、悲し 
い時とリラックスしたい時は「テンポが

㐜い」と回⟅した人の割合が㧗ったこと

から、気分がマイナスではない㝈りテン

ポの㏿い㡢楽を⫈くことが多いというこ

とが⤖果から⪃えられる。⫈く前後の感

情の変化では、それぞれの気分で大きな

差はなかったが、最も㧗かったのは普段

の時であったことから、㏻学の時の㟁㌴

の中や⾤中を歩いているときなどで曲を

⫈いていた場合、その場の⎔境や周りの

景Ⰽから曲のメロディや歌モに影㡪され

やすい状況がつくらされているのではと

⪃えられた。また、どのように変化した

のかグ㏙回⟅では、全体ⓗに㡢楽を㏻し

てリラックス効果を求める人の割合が㧗

いことがわかった。このことから、㡢楽

が感情にもたらす効果と変化ではリラッ

クス効果または気分をマイナスから普段

へ、普段からプラスへと変えさせていく

ための一つの手段として㡢楽が利⏝され

ているということが⪃えられた。 
 最後に本◊✲の㝈⏺と展望を㏙べる。

本◊✲では、㉁問に対して性別が反映さ

れていなかったことから、⏨女の特徴を

ㄪ査することができなかった。また、曲

を⫈くというだけの状況の㉁問であった

ため、周りの⎔境への影㡪や特に感情が

変化しやすい場所など今後のㄪ査に取り

入れるべきだと⪃える。最後に作成した

Googleフォームではゝⴥの意図がㄞみ取
りにくい⟠所があったことから検ウした

ほうがよいと⪃えた。 

引⏝文献 
・栗㔝 理恵子・伊⸨ ⩏⨾㸦2001㸧㸬
㡢楽⫈取がもたらす感情ⓗ変化に㛵する

心理学ⓗ◊✲ ――不快感情動における

㡢楽⫈取の効果と検ウ―― 
・村井㟹児 㸦2001㸧㸬 㡢楽⒪法の基♏ 

㡢楽の友♫ 
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17C135 木部　優一朗
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現代↝大学生↝信᫂⇁失ⅵᙲ素 

17C123 押田 㝣人 17C139 㯮田 侑㔛  

17C147 杉浦 翔太 17C167 㔝藤 梨乃  

17C176 藤田 拓未  

問㢟と目的 

㏆年、若者たちのコミュニケーションというと、ほとんどが SNSでのやりとりである。すぐ㞄の友人に

さえ、メールで交換したり、家庭内でもスマホで㐃絡をしたりと、2000 年依然では想像もつかなかった

コミュニケーション手段となっている。便利なこともあるが、そういった手段によるさまざまな弊害も

㉳き、人㛫㛵係も大きく変化していることに気付く。㸦木村,2016㸧このことから、現代の大学生の人㛫㛵

係にも変化があるのではないかと考えた。本ㄪ査では現代の大学生が信㢗を失う行動を減らすことによ

って人㛫㛵係が良好になるのか、どのような行動が信㢗を失うかをㄪ査し、人㛫㛵係を構成する要素を

明らかにすることを目的とした。信㢗を「人を信じて㢗りにすること」、友人は「対等な㛵係であること」

と定義した。㉁問 1から 10までの㉁問を社会性、11から 15までをコミットメント、16から 20までを

人的㨩力と分㢮する。社会性は人とかかわる能力のことで、㞟団生活にふさわしい性㉁と定義した。次に

コミットメントは㈐任や約束を守るという意味と定義した。最後に人的㨩力は人を惹きつける力のこと

と定義した。 

方法 

ㄪ査対㇟者 東京成徳大学に在籍している学生㸲㸰名㸦男性㸯㸲名、女性㸰㸴名、その他㸰名、平均年㱋

㸰㸮㸬㸵㸯歳㸧を対㇟に行った。 

ㄪ査時期 㸰㸮㸯㸷年 㸯㸰月上旬 大学のㅮ義中にグーグルフォームの QRコードを㓄布してㄪ査を行

った。 

ㄪ査内容 グーグルフォームでは年㱋と性別を含め以下の㉁問から構成した㸯、「普段の生活で友人に対

して信用できないと思うことはあるか」の㡯目は「はい」「いいえ」の㸰件法にした。次に、以下のよう

な行動をとる人に対して、あなたはどの程度信㢗できますか㸽と㉁問をした。㸰、「挨拶を㏉してくれな

い」㸱、「威圧的な人」㸲、「人のことを悪くゝう人」㸳、「人のヰを聞かない人」㸴、「意見をゝわない人」

㸵、「空気をㄞめない人」㸶、「気分で態度が変わる人」㸷、「ネガティブな人」㸯㸮、「疑い深い人」11、

「期㝈を守らない人」㸯㸰、「ゝ動に矛盾がある人」㸯㸱、「ㄡにでもいい㢦をする人」㸯㸲、時㛫を破る

人」㸯㸳、「予定を急に断る人」㸯㸴、「借㔠がある人」㸯㸵、「一生懸命取り組まない人」㸯㸶、「うそを

つく人」㸯㸷、「自信㐣剰な人」㸰㸮、「学歴が低い人」は「信㢗できる」「どちらかといえば信㢗できる」

「どちらでもない」「どちらかといえば信㢗できない」「信㢗できない」の㸳件法にした。㸰㸯、「ほかに

信㢗できないと思う要素はありますか」は自由回答である。 

結果 

 社会性の中では人のヰを聞かない人が信㢗できないと答えていた人が㸯㸷人で最も多かった。また、

疑い深い人が信㢗できると答えていた人が㸳人で最も多い結果となった。コミットメントはゝっている

こととやっていることが㐪う人が信㢗できないと答える人が㸰㸴人で最も多かった。期㝈を守らない人

が信㢗できると答えた人が㸯人で最も多い結果となった。他の㉁問では信㢗できると答えた人がいなか

った。人的㨩力は借㔠がある人と嘘をつく人に信㢗できないと答えた人が㸰㸱人で最も多かった。学歴

が低い人が信㢗できると答えた人が㸲人で最も多い結果となった。 
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図㸯 社会性 
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図㸱 人的㨩力 

 

考察 

 現代の大学生が信㢗を失う要素をㄪ査した結果、社会性、コミットメントでは信㢗できないと答えた

人が多くみられた。しかし、人的㨩力では信㢗できないと答えた人が少ない結果となった。このことか

ら信㢗できない要因として、人と㛵わる能力があり約束を守る人でないと信㢗できないと考えられる。

また、このことからㄔ実さがあるひとは信㢗における人物と考えられる。それに対して、人的㨩力で信

㢗できないと答えた人が少ないことから周囲と直接㛵わらない能力は信㢗できない要因にならないので

はないかと考えられる。また、人的㨩力で比㍑的多く信㢗できないと答えた㡯目は嘘をつく、借㔠があ

るなど他者に悪影㡪を与える㡯目が信㢗できないとなっている。また、全体の結果で信㢗できないと答

えた㡯目が最も多いのが一㈏性の中の「ゝっていることとやっている事が㐪う人」だった。このことか

ら人㛫㛵係を構成する要素の一つとして一㈏性があるのではないかと考えられる。本研究では全体的に

どちらでもないと答えた人が多かったため、今度はどちらかに答えやすい㡯目を作るべきだと考えた。 

  

引用文献 
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会話場㠃䛻䛚䛡䜛感情䛸自己認知䛸䛾㛵㐃性 

17C131 河㔝真由子  

 

໲題と໪的 
 私たちはೖ頃から会࿫を௪してコミュニケーションをしている。その中で，「人前で࿫すのが苦

手，緊௃して上がってしまう，自然に人෉き合いができず，社交をついඈけてしまう」というような

症状が見られる人がいる。そのような症状は，「社交෈安症」と呼ばれる(岡ీ,2019)。社交෈安症を

持った人は自෾に自信が持てず，他人と関わる場໚を෈安に思い，ඈけてしまうという人も多い。以

上のことから言えることは，人前で࿫すことに対してඉ常に緊௃感を持ち，ඈけてしまう人は社交෈

安症と診断されることが多い，ということである。ところで，近೧，人々の価値観や関心が多༹にな

ったことで，༹々な人間関係が生じていると考える。その人間関係を円滑に進めるためにはコミュニ

ケーションがචགྷ෈可欠であると考える。コミュニケーションの種ྪは 2種ྪあり，言語దコミュニ

ケーションと，ඉ言語దコミュニケーションがある。その中で，言語దコミュニケーションでは言ཁ

の相互交換による会࿫が主となっている。༹々な人間関係が生じ，コミュニケーションが෵雑化して

いることにより，会࿫場໚において緊௃する場合もあると考える。その緊௃は，社交෈安症の説໎で

も述べたように，「自෾に自信が持てず，他人と関わる場໚を෈安に思い，ඈけてしまう」というこ

とにྪ似していると考えられる。このことから，自己೟知の仕๏によって会࿫場໚での他人との関わ

り๏がรわるのではないかと考えた。よって今回は，自己೟知と会࿫場໚におけるネガティブ感情に

は関࿊かあるのかどうかを検証するために௒査を行なった。今回の会࿫場໚のఈ義は，3人以上の෵

数人で会࿫をしていることとする。 

 

方法 
調査対象者 ຌ学所属の 10代〜50代(ฑ均೧ྺ 21.08歳)の成人 77໌（男性 27໌，女性 48໌，ໃ回

౶ 2໌）を対象に 2019೧ 12月௒査を行った。 

調査手続き QRコードのついた௒査依བනを授業時間಼にഓාし，スマートフォンで QRコードを

ಣみ取り，Googleフォームにて回౶を受け෉けた。 

調査内༲  会࿫場໚において෈安に感じることと自己をどう೟識しているかを尋ねるため，質໲の項

໪を「自己೟知」と「会࿫場໚におけるネガティブな感情」の 2つに෾け，それぞれに質໲項໪を作

成した。自己೟知については，「あなた自身の性格についておซきします。෕段のご自身の考え๏や

行ಊを思い出しながら回౶してください。」と尋ね，会࿫場໚におけるネガティブ感情については，

「あなたの෕段の会࿫に関する考えについてお尋ねします。あなたが෕段஧のྒྷい༓人෵数人(3~5

人)でೖ常దな会࿫をしている場໚を思いූかべながら回౶してください。」と尋ねた。質໲を合計
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で 25項໪設ఈした。回౶は，1「そう思わない」，2「どちらかといえばそう思わない」，3「どちら

でもない」，4「どちらかといえばそう思う」，5「そう思う」の 5件๑で回౶を求めた。 

 

結果 

 

 自己೟知と会࿫場໚におけるネガティブ感情の関࿊を検౾するため，相関関係を算出したところ，

౹計దに༙意だという結果が示された(න.1)。また，自己೟知と会࿫場໚におけるネガティブ感情の

それぞれの項໪の関࿊をන.2に記した。න.2から，会࿫場໚におけるネガティブ感情の項໪ Q5-1の

「相手の自෾に対するポジティブな൅言を素௜に受け取れない」と，自己೟知の項໪ Q1「新しいこ

とにே戦するとき，やる前からできないと思ってしまう」から Q10-1「自෾一人で行った言ಊに対し

て後悔しやすい」まで౹計దに༙意であった。逆に，Q10-2の「周囲の人に対して行った言ಊに対し

て後悔しやすい」のみが౹計దに༙意ではなかった。 

Q1 　 新しいこ

とに挑戦する

とき、やる前

からできない

と思ってしま

う

Q2 　 やりたい

ことに挑戦し

ても⮬分には

できないと思

いㅉめてしま

う

Q3 　 周囲の人

に嫌われてい

ないか不安に

なる

Q4 　 世㛫体が

気になる

Q5 　 㢦ぢ知り

程度の人と会

うときにどう

振る⯙えばい

いかわからな

い

Q6 　 ⮬分の力

㔞を周囲の人

がどうホ価し

ているか気に

なる

Q7 　 ⮬分の性

格が周囲の人

からどう思わ

れているか気

になる

Q8 　 ⮬分には

㛗所があると

思う

Q9 　 ⮬分に満

㊊している

Q10-1 　 㸯に

対して後悔し

やすい

Q10-2 　 周囲

の人に対して

⾜ったゝ動に

対して後悔し

やすい

Q11 　 Q10-1・

Q10-2に㉁問

に対し「㸳」

「㸲」と回⟅

した方にお⪺

きします。ど

ちらの後悔の

ほうがより後

悔したと感じ

ますか。

Pearson の相

㛵係数

.235* .245* .288* .282* .426** .180 .336** -.080 -.187 .235* .366** .388**

有意確率 (両

側)

.039 .032 .011 .013 .000 .118 .003 .491 .103 .040 .001 .000

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.305** .180 .328** .266* .243* .169 .419** -.016 -.123 .236* .280* .245*

有意確率 (両

側)

.007 .117 .004 .019 .033 .142 .000 .888 .287 .039 .014 .032

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.384** .159 .309** .369** .440** .301** .331** -.019 -.199 .238* .290* .203

有意確率 (両

側)

.001 .168 .006 .001 .000 .008 .003 .869 .082 .037 .011 .077

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.311** .234* .343** .496** .355** .515** .402** -.172 -.265* .312** .423** .348**

有意確率 (両

側)

.006 .042 .002 .000 .002 .000 .000 .138 .021 .006 .000 .002

N 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76

Pearson の相

㛵係数

.452** .328** .398** .504** .429** .370** .405** -.641** -.546** .426** .476** .294**

有意確率 (両

側)

.000 .004 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .009

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.147 -.017 .209 .157 .209 .237* .296** .136 -.062 .083 .155 .163

有意確率 (両

側)

.206 .883 .070 .176 .070 .040 .009 .241 .592 .478 .182 .159

N 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76

Pearson の相

㛵係数

.311** .266* .274* .186 .250* .231* .387** -.192 -.346** .304** .374** .273*

有意確率 (両

側)

.006 .019 .016 .106 .028 .043 .001 .094 .002 .007 .001 .016

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.349** .413** .422** .379** .308** .228* .447** -.057 -.217 .324** .431** .278*

有意確率 (両

側)

.002 .000 .000 .001 .006 .047 .000 .625 .058 .004 .000 .014

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.344** .262* .414** .422** .418** .278* .495** -.141 -.214 .395** .453** .259*

有意確率 (両

側)

.002 .021 .000 .000 .000 .015 .000 .221 .062 .000 .000 .023

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.370** .287* .440** .394** .280* .406** .559** -.035 -.291* .355** .263* .145

有意確率 (両

側)

.001 .011 .000 .000 .014 .000 .000 .764 .010 .002 .021 .209

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.263* .178 .294* .260* .370** .220 .335** -.069 -.097 .010 .196 .211

有意確率 (両

側)

.022 .124 .010 .023 .001 .056 .003 .552 .403 .929 .090 .068

N 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76

Pearson の相

㛵係数

.362** .159 .325** .451** .413** .320** .359** -.123 -.184 .297** .347** .221

有意確率 (両

側)

.001 .166 .004 .000 .000 .005 .001 .287 .109 .009 .002 .053

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Pearson の相

㛵係数

.474** .394** .372** .387** .294** .315** .423** -.241* -.483** .350** .479** .326**

有意確率 (両

側)

.000 .000 .001 .001 .010 .005 .000 .035 .000 .002 .000 .004

N 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

Q12 　 会ヰが⤊

わった後に⮬

分の発ゝにつ

いて反省する

⾲.2 ⮬己ㄆ知と会ヰ場㠃におけるネガティブ感情の㛵㐃

**. 相㛵係数は 1% 水準で有意 (両側) です。 *. 相㛵係数は 5% 水準で有意 (両側) です。 

Q6 　 ⮬分のヰ

す内容が相手

に正確に伝

わっているか

どうか気にな

る

Q7 　 相手に嫌

われたくなく

てヰを合わせ

てしまう

Q8 　 ⮬分の意

ぢがゝえない

Q9 　 ヰし相手

の会ヰの最中

におこる沈㯲

が気になる

Q10 　 ⮬分か

ら、現在のヰ

㢟から新しい

ヰ㢟に変える

ことができな

い

Q11 　 会ヰを⤊

わらせたい意

思を⮬分から

伝えることが

できない

Q1 　 発ゝのタ

イミングがわ

からない

Q2 　 発ゝする

㝿に⥭張する

Q3 　 㢌の中で

文❶を⤌み❧

ててからでな

いと発ゝでき

ない

Q4 　 相手が何

を⪃えて発ゝ

しているのか

気になる

Q5-1 　 相手の

⮬分に対する

ポジティブな

発ゝを⣲直に

受け取れない

Q5-2 　 相手の

⮬分に対する

ネガティブな

発ゝを⣲直に

受け取れない
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考察 

 結果から，自己೟知と会࿫場໚におけるネガティブ感情の関࿊の相関は౹計దに༙意であり，とて

も高い相関が見られた。このことから，自己೟知がఁい，つまり自己肯ఈ感がఁい人は会࿫場໚にお

いてೲみやすいのではないかと考えられる。自己肯ఈ感がఁくなることで社交෈安症の൅症を助ௗす

ることになることがあるとされている(岡ీ,2019)。つまり，自己肯ఈ感と対人෈安・緊௃とは深く結

びついていると考えられる。 

 また，会࿫場໚におけるネガティブ感情の項໪の Q5-1「相手の自෾に対するポジティブな൅言を

素௜に受け೘れない」と自己೟知の項໪の Q1から Q10-1まで౹計దに༙意であることが示された。

逆に言うと，自己೟知の項໪の Q10-2の「周囲の人に対して行なった言ಊに対して後悔しやすい」

のみが౹計దに༙意でなかったことがわかる。このことから，自෾自身に視఼が向き，自෾一人で行

なった言ಊに対して後悔しやすくなるのではないかと考える。社交෈安症でも，自己に஭意が向きや

すくなる「自己஭໪」(෍ీ,2017)が起こっている。それとಋじことが自己肯ఈ感のఁい人で起こって

いるのではないかと考える。 

 また，自己೟知の項໪の Q10-2「自෾の性格が周囲の人からどう思われているか気になる」は，会

࿫場໚におけるネガティブ感情の項໪の Q5-2「相手の自෾に対するネガティブな൅言を素௜に受け

取れない」以外に౹計దに༙意だった。つまり，会࿫場໚におけるネガティブ感情の項໪ Q5-2は自

己೟知の Q10-2の項໪と౹計దに༙意ではないと考えられる。これより，ネガティブな೟知を「い

じり」として受け止めている人が少なくともいると考えられる。ネガティブな൅言は悪口や㒹ᨳ中傷

とは限らず，愛のある「いじり」として捉えるช化ができていることからその思考ができたのではな

いかと考える。 

 以上で述べたことにより，自෾に対する೟知と会࿫場໚におけるネガティブ感情の関࿊は大きいと

考えられる。自෾に対する೟知，ಝに自己肯ఈ感がఁいと会࿫場໚でもネガティブな感情に陥りやす

くなるのだろう。ௗ所であるところをௗ所と受け೘れられず，それに൒って他人からの自෾へのポジ

ティブな言ಊも受け೘れೋくなってしまうことが起こっていると考える。 

 今後の課題について述べる。自෾に対する೟知においての質໲で，振る෥い๏に対する೟知も೘っ

ていたため，自己肯ఈ感と会࿫場໚による೟知が正しく測れなかったところがあると考えられる。自

෾に対する೟知を測るためには，既存の自己肯ఈ感の尺ౕなどを使༽するචགྷがあると考えられる。 

 

引༽ช献 
岡ీ尊司，社交෈安障害 ཀྵ解と改善のためのプログラム，中央精൝印刷株式会社，2019 

෍ీ๮，社交෈安症における஭意制御෈全への介೘๏๑の最న化，ストレス科学研究，2017，32，

83-84 
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大学生の SNS依存 

17C154 田ᬓ  健  

 

１．໲題と໪的 

 大学生は、大学への行き帰りや食事中、
時には授業中でもスマートフォンを使༽し
ている。中高校生の時は、自༟に使うこと
はできなかったが。大学生になり、親から
の制限もໃくなったことで使うළౕが多く
なっているのかもしれない。 

2017೧ 11月にキャリタスが行った「大
学生のインターネットおよびスマートフォ
ンアプリཤ༽実態調査」によると、インタ
ーネットのཤ༽໪的では、ＳＮＳやメール
送受信などの通信໪的が༁ 9割だった。そ
の中でもスマートフォンでもཤ༽しやすい
SNSに注໪し、近೧໲題になっている
SNS依存について調査を行った。 

そもそも SNSとは人と人とのつながり
を促進・サポートする「コミュニティ型の
会員制のサービス」と定義されている。౲
初、SNSは「会員制」として成りཱིってい
たが、今では「会員制」という෨෾は形骸
的になっており、会員という限定的なコミ
ュニティではなくなっている。 

 大学生がཤ༽する SNSの中でも、今ླྀ
行っているのは、Twitterや LINE、
Facebook、Instagramなどだろう。今では
࿊ཙ手段としても SNSは 1ೖ中使われて
おり、࿊ཙ手段としての側໚が大きく出て
いる。しかし、SNSを情ๅをಚる場として
しかཤ༽していない人もいる。 

果たして情ๅをಚる為だけに使っている
場合は依存しているといえるのだろうか。

依存しているといっても、どれだけの大学
生が 1ೖに SNSを使っているのか、それ
らを໎らかにすることを໪的とする。 

２．๏๑ 

調査対象 

 関౨の大学に在籍している学生 55໌
（男性 17໌、女性 36໌、その他 2໌） 

調査時期 

 2019೧ 12月上旬、大学の講義中に
Google foamで作成した質໲༽ホームペー
ジのリンクが乗っているQRコードをഓ
ා。回౶してもらい、集合調査を行った。 

調査಼༲ 

 質໲಼༲はフェイスシート（性พ、೧
ྺ）と以下の質໲から構成されている。 

１.「SNSに൅信、౦稿するළౕはどれく
らいですか？」は「一ೖに十件以上」「一
ೖに数回」「一週間に数回」「月に数回」
「月に一回以下」の５件๑。２．「SNS上
でのつながりを増やしたいですか？」３．
「スマートフォンを手๎せないという自覚
はありますか？」４．「ೖ常での出པ事を
つい SNSなどを通して൅信したくなりま
すか？」５．「൅言や౦稿へのൕ応が気に
なって何ౕも SNSを開いてしまいます
か？」６．「時間があるとき、気が෉くと
SNSを使っていますか？」７．「SNSでの
自෾とೖ常生活の中での自෾との間に性格
の違いを感じますか？」８．「SNSを使う
ことで໹寝る時間が遅くなりますか？」
９．「スマートフォンの電池が切れると
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SNSが使༽できなくてイライラします
か？」10．「充電༽のバッテリーを持って
いますか？」11．「SNSの使い過ぎが原因
で、身近な人との関係が悪化しました
か？」12.「食事をしながら、SNSをしま
すか？」の 11項໪は「はい」「いいえ」の
2件๑である。８．と９．の回౶が「は
い」の場合、自༟回౶の質໲を༽意した。
13．「෕段使う SNSは何ですか？」は
「LINE」「Twitter」「Instagram」
「Facebook」「その他」の 5件๑である。 

３．結果 

 SNSに൅信、౦稿するළౕを調べた結
果、「一ೖに十回以上」は女性 3人、男性
1人、その他 1人の合計 5人であった。「1

ೖに数回」は女性 10人、男性 6人、その
他 1人の合計 17人であった。「一週間に数
回」は女性 6人、男性 3人の合計 9人であ
った。「月に数回」は女性 7人、男性 2人
の合計 9人であった。「月に一回以下」は
女性 10人、男性 5人の合計 15人であっ
た。（図１参照）なお、今回の調査では
「月に一回以下」を SNSで情ๅをಚるた
めに使༽しているということにした。 

 次にスマートフォンを手๎せないという
自覚があるかという質໲に対して、「一ೖ
に十回以上」は 5人中、「はい」と回౶し
た人は 5人全員だった。「1ೖに数回」は
17人中、「はい」は 12人、「いいえ」は 5

人だった。「一週間に数回」は 9人中、「は
い」は 8人、「いいえ」は 1人だった。「月
に数回」は 9人中、「はい」は 4人、「いい
え」は 5人だった。「月に一回以下」は 15

人中、「はい」は 8人、「いいえ」は 7人だ
った。（図２参照） 

 次に「時間があるとき、気が෉くと SNS

を使っていますか？」という質໲に対し
て、「一ೖに十回以上」は 5人中、「はい」
は 4人、「いいえ」は 1人。「1ೖに数回」
は 17人中、「はい」は 12人、「いいえ」は
5人だった。「一週間に数回」は 9人中、
「はい」は 8人、「いいえ」は 1人だっ
た。「月に数回」は 9人中、「はい」は６
人、「いいえ」は３人だった。「月に一回以
下」は 15人中、「はい」は１１人、「いい
え」は４人だった（図３参照）。 

次に「SNSの使い過ぎが原因で、身近な
人との関係が悪化しましたか？」という質
໲に対して、「一ೖに十回以上」は 5人
中、「はい」は１人、「いいえ」は４人。「1

ೖに数回」は 17人中、「はい」は１人、
「いいえ」は 16人だった。「一週間に数
回」は 9人中、「はい」は３人、「いいえ」
は６人だった。「月に数回」は 9人中、「は
い」は０人、「いいえ」は９人だった。「月
に一回以下」は 15人中、「はい」は０人、
「いいえ」は 15人だった（図４参照）。  

最後に「食事をしながら、SNSをしま
か？」という質໲に対して、「一ೖに十回
以上」は 5人中、「はい」は 4人、「いい
え」は 1人。「1ೖに数回」は 17人中、
「はい」は 5人、「いいえ」は 12人だっ
た。「一週間に数回」は 9人中、「はい」は
5人、「いいえ」は４人だった。「月に数
回」は 9人中、「はい」は 3人、「いいえ」
は 6人だった。「月に一回以下」は 15人
中、「はい」は 2人、「いいえ」は 13人だ
った（図５参照）。 

４．考察 

ຌ調査では大学生を対象に大学生がどれ

 35



だけ SNSに依存しているのかについて໎
らかにすることを໪的とし、検౾した。 

大学生が SNSを使༽するළౕで、男性
よりも女性の๏が 1ೖの使༽ྖは多かっ
た。これは男性よりも女性の๏が人との繋
がりを重གྷ視するからではないかと考えら
れる。それにより、༓人が SNSに൅信、
౦稿をした಼༲や಩いた࿊ཙを見ಂさない
ために、食事中にも SNSをしてしまうの
だと考えられる。また、男女共にスマート
フォンを手๎せないという自覚があるとい
う結果が出た。自覚があるのに手๎せない
というのはඉ常に危険であると言える。情
ๅを集めるために SNSを使うと思われる
人もスマートフォンを手๎せないのは、新
ซや雑誌を確೟するよりも、スマートフォ
ンで SNSをཤ༽した๏が、使༽者の気に
なる情ๅを素早くピンポイントに೘手する

ことができるからではないかと考えられ
る。 

今回の調査の課題としては、男女ർが均
一ではໃいため、男性の人数を増やすචགྷ
がある。さらに、集計人数が 55人ととて
も少ないので、人数を増やすことで、今回
よりも正確で信༽性のある結果がಚられる
のではないかと考えられる。また、今回の
調査は、関౨の大学のみの調査であるため
地域による差が出てしまっている可೵性が
あるためそこにも注意したい。 

５．参考ช献 

大学生のインターネットおよび スマー
トフォンアプリཤ༽実態調査 

https://www.disc.co.jp/wp/wp-

content/uploads/2017/11/Internet_App_2

01711.pdf 

 
図１ SNSに൅信、౦稿するළౕ 
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図 2 スマートフォンを手๎せないという自覚があるか 

 

 
図３ 時間があるときに、気が෉くと SNSを使っていますか？ 
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図 4 SNSの使い過ぎが原因で、身近な人との関係が悪化したか 

 

 
図 5 食事中の SNSཤ༽ 
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親しい༓人間における෈快感とଲ処๑に関する௒査 
 

17C161  永ీ紗಺恵 
 
໲ୌと໪ద 
 ෼心がついてから現在に至る我々の生活において，༓人とカテゴライズされた他者が存在し
ている。その༓人と出会う場は༹々であると想ఈされるが，親ືな༓人関係はన応や精神ద健
康を高めていることを示し，༓人とはೖ常生活において，気持ちを穏やかにして楽しく過ご
し，自身の成ௗにおいてචགྷ෈可欠な存在であるとされている（岡ీ，2008）。しかし親しい
༓人と関わる際，一ౕでも疑໲や෈快感を感じたことはないだろうか。親しき஦にもླ儀あり
といったことわざが存在しているように，ྒྷ好な人間関係を構஛する上では行ಊを慎重に検౾
していくචགྷがあると言える。そこでຌ研究では親しい༓人にされて嫌だった経験や行ಊにつ
いての質໲を作成し，どのように向き合いଲ処するのか，また経験や行ಊに஋女の違いは見ら
れるのかといったことを໎らかにしたうえで，他者とのྒྷ好な人間関係構஛を検౾する໪దと
する。 
 
๏๑ 
௒査ଲ象 
 2019 ೧ 12 月，ຌ学に在籍している学生とその༓人 75 ໌（஋性 22 ໌，女性 55 ໌） 
௒査手続き 
 web 上のアンケートシステムをཤ༽。୉学の講義஦に QR コードが記載された༽紙をഓා，
その後 SNS 上でಋ༹のページが閲ལできる URL を౦稿，拡散の協ྙをูり，アンケート๱ಆ
の஭意書きにಋ意した者が各自回౶を行う集合௒査とした。 
௒査಼༲ 
 質໲಼༲は༓人と回౶者の人間関係を測る໪దとして，まず回౶者の「性พ（2 件๑）」，「೧
ྺ（自༟記述）」，「親しい༓人にされて嫌だった経験の༙ໃまたはළౕ（を 4 件๑）」といった
回౶者自身についての質໲を尋ねた。次に༓人の「೧ྺ（かなり೧下〜かなり೧上の 6 件
๑）」，「出会った場所（6 件๑）」，性格や趣ັといった「自෾と似ているところ（෵数回౶
可）」，性格・༲姿・学ྙ໚それぞれにおいて「自෾よりも༑れていると思うか」を 1.全くあて
はまらない〜5.ඉ常にあてまはるの 5 件๑で尋ねた。これらの質໲の回౶で想像した༓人の行
ಊ「༑柔෈இ」，「人の࿫をซかない」，「口が軽い」，「ଶち合わせにங刻をする」，「ୁしたお金
をศさない」，「食べ๏が汚い」，「一緒に写真を撮る時に少し後ろに下がる」をྭに挙げ，これ
らの一໚をஎった時に近い心境をそれぞれ 1.全く෈快ではない〜5.ඉ常に෈快であるの 5 件๑
で質໲した。༓人との関わり๏を௒査する໪దで「༓人が෈快な行ಊをしたとき，どのような
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ଲ処をすると思うか」，「༓人の行ಊで最も෈快だと感じたとき，実際にどのようなଲ処をした
か」をᾀ今までとรわらず接する 2.௜接指ఢをする 3.他者に相஌する 4.嫌なところを他者に言
いふらす 5.距཯を஖く 6.ໃ視する 7.その他で尋ねた。最後にこれらの質໲で想像した༓人との
「現在の関係について」1.ྒྷ好な関係であり継続している 2.以前とർべྒྷ好ではないが継続し
ている 3.継続していない 4.どちらともいえないと尋ねた。 
 
結果 
 ຌ௒査でྭに挙げた༑柔෈இや人の࿫をซかないといった༓人の行ಊに関する質໲の回౶
「1.全く෈快ではない〜5.ඉ常に෈快である」のうち，4 と 5 いずれかに回౶した合計を஋女พ
でグラフに示した（図 1）。 
 次に「༓人が෈快な行ಊをしたとき，どのようなଲ処をすると思うか」を想ఈのଲ処๑，「༓
人の行ಊで最も෈快だと感じたとき，実際にどのようなଲ処をしたか」を実際のଲ処๑とし，
2 つ質໲にଲする回౶の割合をർ較した。「今までとรわらず接する」の回౶が想ఈのଲ処๑で
は 41.3%，実際のଲ処๑では 28.0%，「௜接指ఢをする」の回౶が想ఈのଲ処๑では 41.3%，
実際のଲ処๑では 46.7%，「他者に相஌する」の回౶が想ఈのଲ処๑では 10.7%，実際のଲ処
๑では 8.0%，「距཯を஖く」の回౶が想ఈのଲ処๑では 5.3%，実際のଲ処๑では 14.7%であ
り，「嫌なところを他者に言いふらす」，「ໃ視する」は想像のଲ処๑・実際のଲ処๑どちらにお
いても 0%であった（図 2)。またその他の回౶では「時と場合による」といった回౶が見ら
れ，実際のଲ処๑として「声を掛けられた時だけ࿫すが．相手が౐合よく近づいたと感じた場
合は距཯を஖く」といった回౶も見られた。 
 図 3 は༓人との現在の関係について「ྒྷ好な関係であり継続している」回౶と実際のଲ処๑
の回౶でクロス集計を行い，ྒྷ好な関係の༓人へのଲ処๑としグラフで示したものである。 
 

 

図１ ෈快だと感じる行ಊ 
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図２ ༓人が෈快な行ಊをした時のଲ処๑ 

 

図３ ྒྷ好な関係を஛いている༓人へのଲ処๑ 

 

考察 

 ຌ研究ではྒྷ好な人間関係構஛を検౾するため，親しい༓人に関する質໲௒査を行った。そ
の結果，親しい༓人であっても෈快に感じる行ಊは存在しながらも，関係を継続している場合
がଡいということが示された。 
෈快に感じる行ಊの存在は図 1 の௪りであり，෈快に感じるౕ合いは女性が஋性とർ較して全
ରదに高い傾向にあることが示された。「写真を撮る時に少し後ろに下がる」行ಊ（=後ろに下
がったほうが小顔に見える）が෈快という回౶は少ないものの，回౶者が女性のみであること
からも஋女間で違いがみられることが໎らかとなった。「࿫をซかない」，「写真を撮る時に少し
後ろに下がる」を෈快に感じるのは女性ಝ༙の自己愛傾向やグループ意識が関࿊しているので
はないかと考えられるが，その他の質໲では໎らかとなっていないため，今後より深く関࿊性
を研究していくことが๮まれる。 
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 次に෈快に感じた際，想ఈのଲ処๑においては「今までとรわらず接する」，「௜接指ఢをす
る」がどちらも 41.3%と最もଡい結果であったが，実際のଲ処๑および図 3 のྒྷ好な関係の༓
人へのଲ処๑では「௜接指ఢをする」ことがൔ数近くの割合を示している。親しい༓人がして
いる行ಊにଲして「௜接指ఢをする」ことは༒気をགྷしトラブルになりうる可೵性も想ఈされ
るが，ྒྷ好な関係の継続においては重གྷな๏๑であることが示された。「௜接指ఢをする」こと
を「嫌なところを他者に言いふらす」というଲ処๑とർ較すると，後者は嫌な“ところὉを言っ
た場合だとしても嫌な“人”という೟識でఽわる可೵性が高い。また他者に言いふらしたところ
でその行ಊをとった親しい༓人自身がรわることはないであろう。そのため親しい༓人が自෾
にとって重གྷな“人”であり今後も関係を継続したいからこそ௜してほしい，෈快に感じている”
ところ”があるとఽえることが重གྷなのではないかと考えられる。しかしその際の༓人への具ର
దなఽえ๏をຌ研究では尋ねていないため，今後さらにྒྷ好な人間関係構஛を検౾するうえで
研究を続けていくことが๮ましいと考えられる。 
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